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の抗菌作用を示す薬剤であり，Minimum inhibitor y 
concentration (MIC) よりも高い血中濃度が維持される時


















± 0.06 (平均 ± SD, n = 7) で過去に報告のあるPMMA膜
の結果と同様に極めて高いことが明らかとなった．コン
パートメント解析で求めたBIPMのCHDFクリアランス
は1.53 ± 0.10 L/hrで透析液流速及び濾液流速の和と良
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性機構) は完全に飽和し，ENT2 (低親和性機構) も若干の
飽和がみられる傾向にあることが示された．また，各取
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点滴時間は60分でTime above MIC (TAM) が40%以上をPK/PD目標
とした
